
これまでの料金見直しの評価

１．全国料金の見直し（H26）の評価

２．首都圏料金の見直し（H28）の評価

資料２



２－２．シームレスな料金体系
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圏央道経由都心経由

都心経由の
料金

引下げ

圏央道経由の
料金

5,140円
4,000円

厚木→桜土浦
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○ 道路交通や環境等についての都心部の政策的な課題を考慮し、圏央道の利用が料金の面におい
て不利にならないよう、経路によらず、起終点間の最短距離を基本に料金を決定。
（圏央道経由の料金＞都心経由の料金 ： 圏央道経由の料金を引下げ）

○ 都心経由の方が高い場合には、都心経由の料金は引下げない。

※消費税率10％

厚木

桜土浦
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首都高速経由 圏央道経由 所要時間差【首都高速経由-圏央道経由】※「距離」「所要時間」「料金（ETC料金）」はNEXCO東日本ホームページより
※料金は普通車（ETC車）の例

98.9km、75分
3,330円

(厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ)

99.5km、77分
3,610円

(厚木ＩＣ⇔久喜ＩＣ)
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H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度

圏央道経由 首都高経由 その他

H28.4～
新たな料金の導入

（1,860台/日）
（2,491台/日）（2,233台/日）

（557台/日） （345台/日） （266台/日）

（2,324台/日） （2,392台/日）

（304台/日） （341台/日）

圏央道経由
が速い

首都高速
経由が速い

所
要
時
間
差(

分)

経
路
選
択
率

○圏央道の外側を発着する交通の経路選択＜東名⇔東北道＞

○経路選択と所要時間差＜東名⇔東北道＞

※ETCデータ（R元.11の平日平均）から経路選択率を算出
※トラカンデータ（R元.11の平日平均）から海老名JCT～久喜白岡JCTの所要時間を算出

新たな料金導入により、圏央道を賢く利用
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○ 東名⇔東北道間では、新たな料金の導入後、圏央道利用の割合が約９割まで増加。
○ 圏央道利用の所要時間は、夜間において首都高速利用と概ね同じだが、昼間において首都高速利
用より短くなっており、圏央道利用を選択する割合の増加に寄与。

※ETCデータより集計（両方向） ※各年度11月の全日平均を比較

圏央道経由が速く、圏央道利用の割合が高くなっている

R元年度

首都高速経由
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首都圏の都心通過交通が減少

○首都圏の都心を通過する主な交通の状況

※ETCデータより集計（両方向）
※各年度11月の全日平均を比較
※都心通過とは、東名高速や東北自動車道等の国土開発幹線自動車道である放射高速道路間の往来のうち、
首都高速を経由・通過する利用のこと

東北道

常磐道

京葉道路

東関道

外環道

中央道

関越道

川口
ＪＣＴ

美女木
ＪＣＴ

三郷
ＪＣＴ

篠崎

高谷

高井戸

用賀

東名

E1

E20

E14

E4
E6

E17

E51

首都圏全体の都心通過交通

うち東名⇔東北道の都心通過交通 うち中央道⇔東北道の都心通過交通
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○ ネットワーク整備と相まって、首都圏全体で都心通過交通は約２割減少（２５％減少）。
○ 東名⇔東北道間の都心通過交通は約１割減少（１４％減少）、中央道⇔東北道間の都心通過交通も
約１割減少（１２％減少）するなど、都心の交通環境の改善に寄与。
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首都高速の渋滞

平均旅行速度20km/h以下

平均旅行速度40km/h以下

（2019年1月～12月の実績）

高速道路の渋滞

渋滞常襲区間

渋滞多発区間

10kmの渋滞が毎日発生
する程度に相当

10kmの渋滞が週1回以
上発生する程度に相当

（2019年1月～12月の実績）

京葉道路（上り）幕張付近<４車線>

中央道（上り） 小仏トンネル付近<４車線>

・東名高速（上り）大和トンネル付近<６車線>

関越道（上り）高坂ＳＡ付近<６車線>

中央道（下り） 相模湖付近<４車線>

⇒付加車線整備中

⇒付加車線整備中

⇒付加車線整備中

⇒大和トンネル付近：付加車線整備中

⇒付加車線整備中
（貝塚TN付近）

三鷹ＢＳ<４車線>

⇒線形改良および付加車線整備中

道
路

央
環
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中
京葉

道
路

葉千 東金道路

首都圏の渋滞状況

※渋滞ランキングは平成31・令和元年のもの

全国ワースト３０位の渋滞損失が発生

休日を中心に
渋滞損失が発生

休日を中心に
渋滞損失が発生

全国ワースト１位の渋滞損失が発生

全国ワースト２位の渋滞損失が発生

全国ワースト１３位の渋滞損失が発生

休日を中心に渋滞損失が発生

東京湾アクアライン<４車線>
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○ 首都圏の高速道路においては、圏央道の開通などネットワーク形成が進捗する一方で、依然として、
交通集中による渋滞が発生。



■首都高速の渋滞発生時間ランキング（H30年度平日１日当たり）

■世界主要都市との比較（平均渋滞レベル）

＜参考＞世界の大都市との渋滞状況の比較

東京は世界の大都市と
比較して低いランク

出典：TOMTOM Traffic 
Index 2019

数字：渋滞損失時間／
渋滞がない状態の
移動時間（％）

⑤

①
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⑨
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②

③

■首都高速の主要渋滞ポイント

池尻は１日の１/２
箱崎は１/３が渋滞

［時間/日］

※渋滞（速度20km/h以下）発生時間を集計 首都高速道路㈱調べ

出典：第３回首都高都心環状線の交通機能確保に関する検討会資料

首都高速の渋滞状況
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○ 首都高速においては、都内を中心に、依然として慢性的な渋滞が発生。
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○ 時間帯による交通量や渋滞状況に偏りが存在。

（台）
渋滞損失時間
（台・h）

R元

R元


